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資料１ 
（件名） 

静岡県地域防災計画（原子力災害対策の巻）修正の概要（案） 

 
平成28年６月３日      

静岡県危機管理部原子力安全対策課 

１ 要 旨 
国の原子力災害対策指針（平成 27 年 8 月 26 日全部改正、平成 28 年３月１日一部

改正）及び防災基本計画（平成 27 年７月７日、平成 28 年２月 16 日）の修正を参考

に、今般、県地域防災計画（原子力災害対策の巻）（以下「原子力災害対策の巻」と

いう。）の修正案を作成した。 

 
２ 原子力災害対策の巻修正の経緯 

・平成 24 年６月 情報連絡系統図に「県から全市町への連絡ルート」、「中部電力

浜岡原子力発電所から７市町への連絡ルート」、隣接県等との

情報伝達等の連携を追加 

・平成 25 年２月 ＰＡＺ、ＵＰＺの範囲を設定、過酷事故の想定、地震・津波等

との複合災害の想定、災害事前対策、緊急時応急対策、中長期

対策の追加 等 

・平成 25 年６月  ＥＡＬ（施設の状態等で評価する緊急時活動レベル）及びＯＩ

Ｌ（放射線線量等の計測可能な値で評価する運用上の介入レベ

ル）の設定、ＰＡＺの一部拡大 等 

・平成 26 年６月 緊急時モニタリング体制の見直し、安定ヨウ素剤予防服用体制

の整備、情報収集事態に対応した体制の追加 等 

・平成 27 年６月 国の組織改編等に伴う所要の修正、用語の見直し 等  

・平成 28 年６月 消防の広域化による組織名称の変更及び原子力災害対策指針改正等の

改正に伴う注意書き等の追記 等  

 
３ 原子力災害対策の巻の主な修正内容 

（１）消防の広域化による組織名称の変更の反映 

章 項 目 修正要旨 頁 

第１章 総則 第８節 防災関係

機関の事務又は業

務の大綱 

○消防の広域化に伴い「牧之原相良消防本部」、

「吉田町相良消防本部」及び「島田市消防本

部」を「静岡市消防局」に修正 

２ 

別図（３－２－１） ○消防の広域化に伴い、「牧之原市相良消防本

部」を「静岡市消防局」に修正。 
９ 

 

（２）原子力災害対策指針改正及び防災基本計画修正の反映 

【ＯＩＬの判断に関する注意書きの追記】 

章 項 目 修正要旨 頁 

第３章 緊急

事態応急対策 

 

第４節 避難、屋内

退避の防護措置 

○ ＯＩＬ１については、空間放射線量率（１

時間値）がＯＩＬ１の基準値を超えた場合

に避難を判断 

○ ＯＩＬ２については、空間放射線量率（１

時間値）がＯＩＬ２の基準値を超えたとき

から起算して概ね１日が経過した時点の空

間放射線量率（１時間値）がＯＩＬ２の基

準値を超えた場合に一時移転を判断 

５ 
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【原子力災害医療体制の見直し】 

章 項 目 修正要旨 頁 

第３章 緊急

事態応急対策 

 

 

第８節 救助・救

急、消火及び医療活

動 

○原子力災害対策指針改正により、原子力災害

医療体制が見直されたことにより、「三次被

ばく医療機関」を「高度被ばく医療センター」

に修正。 

６ 

図表（３－８－４） ○高度医療被ばく医療支援センターに福島県立

医科大学を追加。 ８ 

図表（３－８－５） ○原子力規制委員会により、原子力災害医療・

総合支援センター（静岡県担当）として福島

県立医科大学が指定されたことにより追加。

８ 

 
 


